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ビ
ス
で
す
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
は
、

温
度
、
湿
度
、
日
射
量
、
二
酸
化
炭

素
量
を
計
測
す
る
セ
ン
サ
ー
が
備
え

ら
れ
て
お
り
、
ハ
ウ
ス
内
に
設
置
す

る
と
、
す
ぐ
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
が

計
測
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
さ
れ

ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
各
種
デ
バ
イ
ス
か

ら
Ｗ
ｅ
ｂ
ベ
ー
ス
の
ア
プ
リ
を
通
じ

て
ク
ラ
ウ
ド
内
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
い
つ

で
も
ど
こ
に
い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ハ
ウ
ス
内
環
境
を
グ
ラ
フ
な
ど
の

各
種
表
示
で
確
認
で
き
ま
す
。
デ
ー

タ
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
蓄
積
さ
れ
る
の

で
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
病
害
リ
ス
ク
な
ど
詳
し
い

情
報
を
見
た
い
と
き
も
、
画
面
を
タ

ッ
プ
す
る
だ
け
の
簡
単
操
作
で
確
認

ム
と
各
ハ
ウ
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ

ー
タ
を
基
に
病
害
の
発
生
を
予
測
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
広
域
で
の
注

意
喚
起
と
異
な
り
、
各
ユ
ー
ザ
ー
向

け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
病
害
予

測
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
過
去
デ
ー

タ
の
検
証
で
は
九
二
％
の
予
測
精
度

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

③
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
運
用

　

導
入
費
用
に
つ
い
て
も
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
運
用
コ
ス
ト
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
通
年
プ
ラ
ン
で
あ
れ

ば
、
初
期
費
用
は
無
料
で
、
月
額
の

使
用
料
金
の
み
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
は

月
額
四
九
八
〇
円
、
病
害
予
測
機
能

は
一
作
物
に
つ
き
月
額
一
四
九
〇
円

と
低
廉
で
す
。
こ
の
運
用
コ
ス
ト

で
、
温
度
・
湿
度
セ
ン
サ
ー
一
台
に

つ
き
一
作
物
、
最
大
四
種
類
ま
で
の

病
害
予
測
機
能
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
設
置
や
デ
ー
タ
ア
ク
セ

ス
が
容
易
で
あ
り
、
低
廉
な
運
用
コ

ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
図
表

１
の
よ
う
に
未
来
の
農
業
を
彷
彿
と

さ
せ
る
、
機
能
美
を
備
え
た
デ
ザ
イ

ン
性
と
場
所
を
と
ら
な
い
実
用
性
が

優
れ
た
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
５
Ｇ
通
信
や
風
量
、
風

速
、
風
向
、
地
温
、
濡
れ
セ
ン
サ

ー
、
照
度
な
ど
、
過
剰
に
環
境
セ
ン

サ
ー
を
搭
載
し
て
い
る
他
社
製
品
と

異
な
り
、
セ
ン
サ
ー
の
種
類
を
温
度

湿
度
セ
ン
サ
ー
、
二
酸
化
炭
素
セ
ン

サ
ー
、
日
射
セ
ン
サ
ー
の
三
種
類
に

絞
り
込
ん
だ
こ
と
と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

デ
ー
タ
解
析
を
組
み
合
わ
せ
た
こ
と

で
低
コ
ス
ト
で
の
病
害
予
測
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
希

望
す
る
個
人
営
農
者
の
手
に
届
く
価

格
設
定
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
　
対
象
特
許

　

本
件
技
術
に
関
す
る
特
許
出
願

は
、
特
願2018-1265

（
装
置
）

と
特
願2018-538356

（
情
報
処

理
）
で
す
。
後
述
調
査
で
見
出
さ
れ

る
特
願2017-239973

（
装
置
）

も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
許
出
願
に
は
、
病
害

予
測
の
ボ
ッ
シ
ュ
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
や
具
体
的
デ
ー
タ
は
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら
、
ボ
ッ
シ

ュ
社
の
特
許
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
デ

ー
タ
等
の
秘
匿
ノ
ウ
ハ
ウ
を
上
手
に

切
り
分
け
て
保
護
す
る
優
れ
た
知
財

戦
略
が
う
か
が
え
ま
す
。
な
お
、
ボ

ッ
シ
ュ
は
二
〇
一
五
年
に
全
世
界
で

約
五
四
〇
〇
件
の
国
際
特
許
出
願

（
第
一
国
出
願
）
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
注
目
技
術
に
対
す
る

本
件
対
象
特
許
の
位
置
に
つ
い
て
特

許
デ
ー
タ
で
分
析
し
ま
す
（
世
界
知

的
所
有
権
機
関
の
各
国
特
許
文
献
検

索
可
能
な
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
を
利
用
し
、
国
際
動
向
を
含
め
て

過
去
一
〇
年
間
を
分
析
）。

⑵
　
同
分
野
の
技
術
動
向

　

農
業
は
そ
の
栽
培
地
か
ら
大
ま
か

に
温
室
と
路
地
栽
培
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
他
に
は
、
最
近
は
量
販
店
に
も

設
置
さ
れ
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
る

植
物
工
場
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
に
関
し
、
大
ま
か
に
注

目
す
る
最
新
技
術
動
向
を
調
べ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
温
室
に
つ
い
て
は
、

本
件
同
様
の
測
定
装
置
そ
の
も
の
に

関
す
る
国
際
特
許
分
類G01K

に
、

路
地
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
い
る

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
植
物
栽
培
に

関
す
るA01G

に
、
絞
っ
て
比
較

分
析
し
ま
し
た
。
植
物
工
場
に
つ
い

て
は
、
適
当
な
国
際
分
類
も
な
い
こ

農業経営に変革を起こす !? 農業特許・
注目技術の目利き

フ
ト
ウ
ェ
ア
、
③
サ
ー
ビ
ス
を
一
貫

し
て
手
が
け
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
活
か
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。

⑵
　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
活
用
で
ハ

ウ
ス
栽
培
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

今
回
紹
介
す
る
「
プ
ラ
ン
テ
ク

ト
」（
図
表
１
）
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の

投
資
が
事
業
領
域
の
拡
大
と
し
て
表

れ
た
よ
い
例
で
、
日
本
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
組
織
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た
。
本
製
品
は
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
ハ

ウ
ス
内
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
、

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
病
害
予
測
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
ハ
ウ

ス
内
環
境
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
と

は
異
な
り
、
配
線
や
電
源
の
大
規
模

な
工
事
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
イ

ヤ
レ
ス
の
う
え
市
販
の
乾
電
池
を
使

用
で
き
、
ま
さ
し
く
ハ
ウ
ス
内
の
ど

こ
に
で
も
吊
る
す
だ
け
で
設
置
が
完

了
し
ま
す
。

⑶
　
プ
ラ
ン
テ
ク
ト
の
優
位
点

①
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
は
ハ
ウ
ス
内
環
境

を
計
測
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
、
オ

プ
シ
ョ
ン
で
計
測
さ
れ
た
数
値
を
も

と
に
病
害
発
生
を
予
測
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
る
サ
ー

　連載
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が
で
き
ま
す
。
長
距
離
無
線
通
信

（
Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
）
を
採
用
し
、
一
・
五

㎞
ま
で
の
通
信
が
可
能
で
す
。

②
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
病
害
予
測
機
能

　

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
機
能
に
加
え
、
病
害
の
発
生
を
予

測
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
能
で
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
さ

れ
た
デ
ー
タ
は
、
ボ
ッ
シ
ュ
独
自
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
葉
濡
れ
な
ど

病
害
発
生
に
関
わ
る
要
素
が
解
析
さ

れ
、
気
象
予
報
と
連
動
し
、
植
物
病

の
感
染
リ
ス
ク
の
通
知
を
ア
プ
リ
上

に
表
示
し
ま
す
。

　

ボ
ッ
シ
ュ
は
、
二
〇
一
七
年
に
こ

れ
ま
で
Ａ
Ｉ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
た
組
織
を
集
約
さ
せ
た
研
究
セ
ン

タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
、
Ａ
Ｉ
の
専
門
知
識
の
強
化

を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
二
〇
二

一
年
ま
で
に
三
億
ユ
ー
ロ
を
投
資
し

て
研
究
開
発
を
拡
大
さ
せ
る
予
定
で

す
。
プ
ラ
ン
テ
ク
ト
で
は
、
一
〇
〇

棟
以
上
の
ハ
ウ
ス
の
デ
ー
タ
と
、
ボ

ッ
シ
ュ
の
強
み
で
あ
る
Ａ
Ｉ
の
技
術

を
用
い
て
病
害
予
測
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
開
発
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
テ
ク
ト

は
、
ボ
ッ
シ
ュ
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

栗岩 信夫　�知的財産アナリスト（特許／コンテンツ） 
付記弁理士　一級知的財産管理技能士（特許）

総合食品メーカーの研究所特許部門、本社法務部門、研究本部研究企画部門、特許庁の審・判決調査員
などの経験を活かし、大学発のベンチャーなどに対して知的財産業務を支援している。

第
６
回 

吊
る
す
だ
け
で
デ
ー
タ
を 

活
用
！　
ラ
ク
ラ
ク
就
農 

を
実
現
す
る
魔
法
の
装
置

１　
製
品
・
発
明
の
紹
介

⑴
　
ボ
ッ
シ
ュ
社

　

日
本
の
ボ
ッ
シ
ュ
は
プ
ラ
ン
テ
ク

ト
を
取
り
扱
う
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
ほ
か
主

要
三
社
と
そ
の
他
の
関
係
会
社
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
は
自

動
車
用
パ
ー
ツ
の
開
発
、
製
造
、
販

売
そ
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
を
展
開

し
、
ま
た
自
動
車
用
補
修
パ
ー
ツ
や

電
動
工
具
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ッ
シ
ュ
は
、
セ
ン
サ
ー
の
世
界

的
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
、
こ
う
し
た

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
強
み
に
加
え
、
近

年
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
や
ク
ラ
ウ
ド
の

運
用
を
始
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
へ
の
投
資
を

大
幅
に
加
速
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
資
材
の
新
規
参
入
組
で
あ
る

ボ
ッ
シ
ュ
の
強
み
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
三
つ
の
要
素

で
あ
る
①
セ
ン
サ
ー
（
自
動
車
で
培

っ
て
き
た
セ
ン
サ
ー
技
術
）、
②
ソ

【図表１】プランテクトの外観
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と
か
ら
、
発
明
の
名
称
に
「
植
物
工

場
」
を
含
む
も
の
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
技
術
動
向
の
概
略
を
つ
か
む

た
め
の
分
析
で
あ
り
、
直
接
的
な
キ

ー
ワ
ー
ド
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
図
表
２
の
と
お
り
、
温

室
用
測
定
装
置
と
植
物
工
場
に
関
し

て
は
、
国
と
し
て
施
設
園
芸
に
一
〇

年
以
上
前
か
ら
力
を
入
れ
て
い
る
中

国
の
出
願
が
多
く
を
占
め
ま
す
。
日

本
は
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
関
係
の
出
願

で
健
闘
し
て
い
ま
す
。

⑶
　
温
室
用
測
定
装
置

　

本
件
技
術
に
か
か
る
温
室
用
測
定

装
置
に
つ
い
て
、
世
界
で
の
公
開
件

数
推
移
は
図
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

世
界
的
に
当
該
技
術
の
出
願
は
急

激
な
増
加
は
な
く
、
少
し
ず
つ
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
九
件
が
日
本
に
お
け
る
出
願

で
、
こ
の
中
に
先
に
述
べ
た
二
件
の

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
（
装
置
）
に
か
か
る

ボ
ッ
シ
ュ
の
出
願
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
（
図
表
３
右
参
照
）。

３　
想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
・ 

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴
　
作
業
負
担
の
軽
減

　

ベ
テ
ラ
ン
の
篤
農
家
に
つ
い
て

は
、
プ
ラ
ン
テ
ク
ト
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
た
デ
ー
タ
は
パ
ソ
コ
ン
で
確
認

で
き
る
の
で
、
ハ
ウ
ス
を
見
て
回
る

必
要
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
、
新
し

い
技
術
の
研
究
に
時
間
を
使
え
る
余

裕
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
作
業

が
効
率
化
さ
れ
、
時
間
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
農

業
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

⑵
　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
き 

技
能
を
技
術
と
し
て
昇
華

　

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内

の
デ
ー
タ
解
析
は
、
一
子
相
伝
の
よ

う
な
農
業
技
能
を
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
技
術
へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

を
技
術
伝
承
に
活
用
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
ご
と
の
デ
ー
タ
の
特

徴
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
自
治
体
や

各
地
区
Ｊ
Ａ
な
ど
の
農
政
・
農
業
技

術
部
門
の
農
業
支
援
政
策
に
活
用
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
個
々
の
農
業
デ
ー
タ
は
現

金
と
同
様
に
価
値
が
あ
る
も
の
で
あ

り
、
営
農
者
と
事
業
者
と
の
デ
ー
タ

の
取
扱
い
の
契
約
で
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

⑶
　
新
規
就
農
の
促
進
と 

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出

　

プ
ラ
ン
テ
ク
ト
な
ら
新
規
就
農
者

で
も
、
環
境
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
で

安
定
収
入
を
実
現
で
き
ま
す
。
ハ
ウ

ス
に
い
な
く
て
も
指
示
を
出
せ
ば
、

い
つ
で
も
圃
場
の
環
境
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
空
い
た
時
間
で

作
付
け
面
積
を
増
や
す
な
ど
収
益
の

向
上
が
図
れ
ま
す
。
プ
ラ
ン
テ
ク
ト

に
よ
り
、
他
分
野
の
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【図表２】栽培地別の特許技術の出願件数
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【図表３】温室用測定装置の年度別特許公開件数の推移
BOSCH CORP 2
FUJITSU LTD 2
KUBOTA TSUTOMU 2
BABCOCK-HITACHI CO LTD 1
FIBERLABS INC 1
GLITEC CO LTD 1
KOBE STEEL LTD 1
LITHIUM ION BATTERY
TECHNOLOGY AND
EVALUATION CENTER

1

MITSUBISHI HITACHI POWER
SYSTEMS LTD

1

MIZUNO YOSHIRO 1

参考表　日本における出願人リスト：� 件数
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